
宣 言 日 令和　　4年　　5月　　5日

住 所 本庄市早稲田の杜一丁目2番1号

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社カインズベストケア

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　金子浩季

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

カインズ店舗の廃棄物業務において、プラス
チックのマテリアルリサイクルを促進し、埋立や
焼却の量を減らします。
＜現状＞プラスチックマテリアルリサイクル
28ｔ／年

＜2030年に向けた指標＞

50ｔ／年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

40ｔ／年

カインズ店舗に設置するリサイクルステーション
を増やし、地域の皆様がSDGs活動に参加でき
る場所を提供して参ります。また、受け入れ品
目も増やし、リサイクルされた製品の利用、販売
を目指し、取り組んで参ります。
＜現状＞56店舗に設置

＜2030年に向けた指標＞

100店舗に設置

＜取組開始３年後に向けた指標＞

70店舗に設置

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

25ｔ／年

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

30ｔ／年

DXを推進し、カインズ本社各部署への啓発を
行い、カインズ本社全体での紙資源や印刷資源
の削減に努める。
＜現状＞紙資源廃棄量≒紙資源使用量
35ｔ／年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社はグループ経営理念である「For the Customers」に基づき、お客様・お取引先・社員の満足を目指して参り
ます。これらの実現のために当社の事業範囲である設備保全・清掃・警備・廃棄物処理の分野で持つノウハウをさら
に深化させて業界一のサービスをカインズ店舗に提供して参ります。当社ノウハウの深化は環境負荷の低減や地域
社会を豊かにすることを実現し、SDGsの達成に貢献して参ります。

株式会社カインズベストケア

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


